
市立千歳市民病院

25

Ⅵ 市民病院の役割                        
  （1）市民病院の概要  

開設年月日 昭和 42 年 4 月 1 日

許可病床数 190 床（一般病床 171 床、救急特例病床 19 床）

診療科目

（13 科）

内科、循環器科、消化器科、小児科、外科、脳神経外科、整形外科、

産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、麻酔科

職員数

(平成 25・10・1 現在)
医師 33 人、看護師 176 人、技師 38 人、事務職員 22 人 計 269 人

各種指定 救急告示病院（19 床）、臨床研修指定病院

敷地面積 35,165 ㎡

延床面積 18,755 ㎡

建物構造 鉄骨鉄筋コンクリート（SRC）造４階建・免震構造

附属診療所 泉郷診療所、支笏湖診療所

その他施設 医療従事者住宅（4 棟 20 戸）、院内保育所（定員 40 人）

院内関連施設 千歳訪問看護ステーション、千歳市北区地域包括支援センター

  （2）病院理念及び基本方針

   【病院理念】

     

   【基本方針】

    

より質の高い 心あたたまる医療の実現

1 患者様の人権を尊重し、充分な説明と同意のもとに安全で良質な医療をめざしま

す。

2 地域の基幹病院として医療機関との連携を促進し、地域医療の向上に努め、地域住

民の健康維持に貢献します。

3 救急医療と小児医療及び周産期医療の充実を図り、地域住民が安心できる医療を提

供します。

4 自治体病院として公共性を保ち、効率的な病院経営に努めます。

5 職員は専門職としての誇りと目標を持ち、常に研鑽して知識と技術の向上に励み、

チーム医療を推進します。

6  働きがいのある職場として環境を整備し、明るい病院づくりをめざします。
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  （3）市民病院の役割

千歳・恵庭圏域は、将来的には人口が減少に転じますが、高齢化の進行などにより現

状の患者数規模が維持されるものと推計され、その一方、医療の供給体制は人口 10 万
人に対して、病院数や病床数、医療従事者数が全道平均を下回っており、当圏域におけ

る唯一の公立病院として市民病院が果たすべき役割はますます大きくなるものと考えら

れます。

市民病院は、地域の基幹病院として、今後も救急医療、高度医療、小児・周産期医療

など地域に必要な医療を政策的に提供していくこととし、このうち本来一般行政が行う

べきものや能率的な経営によっても不採算となる医療について、国の基準を基本としな

がら一般会計が負担すべき経費を定め、その範囲や算定基準を明確にした上で、一般会

計繰出金として病院事業会計に支出されています。事業の運営にあたっては、病院理念

及び基本方針の実現に取り組むとともに、常に採算性の向上と行政負担の縮減、さらに

は、地域の実情や住民の要請に対応し地域医療の基幹的な機能と役割を担っていく必要

があります。

このことから、旧改革プランに引き続き、今後も「地域完結型医療」「救急医療」「高

度医療」「小児・周産期医療」「災害医療」「へき地医療」の推進を図り、地域の基幹病院

としての機能充実、体制の強化等に努めていきます。

  

①地域完結型医療

千歳市の患者受療動向では、入院、外来とも地元医療機関での受療率が高くなってお

り、地元の医療機関で診療の完結を望む市民の意向が強いと考えられます。また、複数

の疾患を抱える患者に対して専門的な医療を提供するため、診療機能の充実を図るとと

もに、だれもが病状に応じた適切な医療を受けられるよう、紹介・逆紹介の推進や情報

の共有化などにより、地域医療機関との機能分担と連携体制の強化に努め、地域の医療

水準の向上と地域完結型医療の確立を目指していく必要があります。

②救急医療

千歳市の救急医療体制は、在宅当番医の高齢化や医師不足の影響などにより、輪番制

による 24 時間体制の維持が困難となり、診療を受けることができない空白日の発生や 1 
次救急当番医による診察時間の短縮が大きな課題となっており、救急医療体制の充実が

求められています。

このような中、市民病院は市内最大の救急告示病院として、夜間・休日における 1 次・

2 次救急医療体制の一翼を担っており、特に小児科は１次救急及びその後の 2 次救急を

単独で行うとともに、循環器科、脳神経外科においては、地域の他の医療機関と連携し、

年間を通じて 2 次救急医療に対応しており、今後も市内救急医療体制を維持するために

重要な役割を担っていく必要があります。
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③高度医療

地域の基幹病院として、全身血管造影診断撮影装置や磁気共鳴画像診断装置（ＭＲＩ）、

Ｘ線コンピュータ断層撮影装置（マルチスライスＣＴ）、乳房 X 線診断装置（マンモグ

ラフィー）などを有しており、今後も高機能な医療機器を計画的に整備するとともに、

高度な技術と知識を持つ医療スタッフを確保・育成し、医療技術の進歩や医療ニーズの

高度化・多様化に対応する必要があります。

④小児・周産期医療

当市は人口の増加が続き、北海道の中でも最も平均年齢が若い都市であることから、

年間の出生数は 900 件を超え、その分娩については、市民病院と民間産婦人科医院の 2
施設で連携体制を確立するとともに、市外関連病院との広域連携により、ハイリスク分

娩にも適切かつ速やかな対応を行っています。

さらに、市民病院は小児科専用の入院施設を備え、産婦人科との連携により疾病のあ

る新生児の受け入れにも対応しており、今後も小児・周産期医療を担う市内唯一の病院

として、安全・安心に子供を生み育てられる環境を維持・確保していく必要があります。

⑤災害医療

地震等の自然災害や大規模火災、鉄道・飛行機事故などの発生に対応するため、地域

の基幹病院として必要な人材や資材の確保に努め、救護活動と一体的に行う医療提供体

制を確立するなど、災害時における市内の医療拠点として機能することが必要です。

⑥へき地医療

中心部から離れ、容易に医療を受けることが困難な地域に対しては、地域の特性を生

かしながら必要な医療を提供する環境を整備し、地域住民の健康の保持と増進を図るこ

とが求められます。

現在、市民病院では、泉郷診療所と支笏湖診療所の2 ヵ所の附属診療所を有しており、

市内中心部から離れた当該地域において医療を提供しています。

このような中、「市立千歳市民病院の今後の経営形態に関する提言書（平成22年8月）」

において、泉郷診療所については、「地域住民の安全・安心を確保しつつ、将来的な閉所

を含めた検討を行う必要がある」こと、また、北海道医療計画で「へき地診療所」に位

置付けられるとともに、道内有数の観光地にある支笏湖診療所については、「指定管理者

制度の導入を選択肢に入れる」ことなど、一定の方向性が明らかにされています。

このため、今後の受診動向や社会情勢、さらには、地域ニーズ等の変化を見極めなが

ら、適宜、検討を行う必要があります。


